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リカに飛んだ経済相から， 1億ドノレの I・M ・Fスタンド・パイ・クレジット供与の
取り決めが発表された。“経済打開”の名目で5億ペソの国家復興債券を発行したが，
この措置がかえってインフレを促進させた。 1億ドソレの借款も，所詮， 焼石に水であ
ペ った。「4月以来ぺソ価は 50%以下に切り下げられ，生活費は 30%上昇した。 50万を
越える失業者の増大は，労働者階級の間でのベロニスタの人気を押し上げた。」（N.Y. 

























































































































白 官事フyて （ベロニスタ） 1,694,718 


























4000万わりは，稼動率が 50%にまで低下した。 1962年度の自動車生産は 5%低下し




























（注） 正副大統領が所属する UCRP（人民急進党〉の得票数は 244万536票であ
る。これによって選挙人476人中169人を獲得出来たが，憲法81条で要求されて
いる絶対多数を得るためにはさらに Federaci6nde Partidos de Centros （中
央政党連合〉キリスト教民主党，社会主義民主党の支持を得ねばならなかっベo




































































































v保守連合，人民急進党に協力一一 Uni6n Conservadora （保守連合〉の州会議
が終った。会議では，政府の新政策支持を決めた党幹部の決定発表や， UCRP （人
民急進党〉の選挙票や，同党政治活動への協力などについて討論が行なわれた。
























































調停者 PabloCalabrese Cブ、ェノスアイレス〉 ーアレンデ派ーがフロンディシ
派欠席の理由を説明したところによると， Melchor Posse （ブェノスアイレス〉と
Adalberto Marsico Cブェノスアイレス〉両氏は FernandoVinals （サンタフェ）氏
の到着を待っていたのであり，又 RobertoGaleno （ミシオネス〉も今週中には着
くものと思われる。
ブロック幹部会のメンパー， HoracioDomingorena （エントレリオス） Jose Fraga 
（カヒタル） Alvaro Monte （コルドパ） Juan C. Cardenas （ツクマン） Calabrese 
（すべてアレンデ派）の外に全国委員 Jo詑 Rodoriguezdel Rebollar （フォルモサ
フロンティシ派） Jose M. Fernandez （カヒタノレアレンデ派〉が昨夜の会合に集
まった。














政府はナシオン銀行，国立工業銀行，国立抵当銀行の総裁に LorenzoJ. Arufe 






の仕事であるという立場からこれには加わっていなし、。 UDELPAの ArturoMor 
Roig, Miguel del Pero両氏は議会の議長，第2副議長の資格で参加した。
出席したグルーフ。首脳は次の通りである。
Raul Fernandez (UCRP) 
Hector Sanchez (UDELP A) 
Emilis J ofre (FNPC) 
Jose Frega (UCRI) 
Juan A. Lucco （州大衆運動）
Enrique de Vedia (PDC) 
Ramon A. Muniz (PSA) Americo Ghioldi (PSD) 











































































































































































1960年 9 2 
1961 44 5 
1962 38 4 
第二は工業機械設備（第6表）で現在輸入禁止のもの，
40% 100% 150% 追加附加金
1960 7.8 6:1 3.0 
1961 7.1 6.1 2.2 




紙巻タバコ 294 30 
道具類 1,250 1,000 







衣 類 250 
布 地 1,000


















































② 1956年8月8日 IMF委員会のアyレぜンチンの IMF加盟条件を決めた。こ
れによってアルゼンチンの割当額は 1億 5000万ドルで，そのうち 25% (3750万ド
ノレ）は協定署名前に金をもって支払われ， 75%はアルゼンチンペソの平価決定後30
日史内に自国通貨ベソで支払われる事になった。
③ 1956年8月31日付政令 15970号で行政部は IMFへの出資を承認した。義務
の割当額の出資及び将来構成協定の緊急負債を遂行するために必要な割当額の出資
を中央銀行に一任した。
④ 1956年9月7日， 3750万ドルが金で IMFに提出された。















1957年4月15日 DIS 75 DIS 75 
58" 12" 18" ” 75 
I 42.5 
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1963年11月～12日 DIS 6.0 〔百万〕
1964 " 96.0 








V鉄道へ1億9000万ベソ融資一一経済省発表によると laT esoreria General de 
la Nacion （国家財務総局）は鉄道会計部に 1億9000万ベソを融資した。
これは9月， 10月2ヵ月間の未払いの恩給支払いにむけられる。
Vオランダ貿易会議議所長 MariusGeldens談一一① オランダーアノレゼンチン



























ブェノスアイレス fl 73.3% グ
サンタフェ fl 12 %減
コノレドパ ” 48.6% " 























































































































































































（注） 委員会メンパー副大統領 CarlosH. Perette，文部司法相 CarlosAlconada 
Aramburu, 財務法務長官 AmilcanMercador, YPF総裁 FacundoSuarez, 























































C. M. Loeb, Rhoades会社（現在は，アルゼンチン都市開発サーヴィス会社（
Astra S. A. CADIPSA （アルゼンチン石油鉱物産業開発会社）アルゼンチン・コン
テイネンタ石油会社， EssoSAPA，オハイオ石油会社（現在はアルゼンチンマラ
ソン石油会社〉アルゼンチン・パンアメリカン石油会社，アルゼンチン・シェル産
業会社， TenneseeArgentina S. A.カリフォルニア・ユニオン石油会社。
一撃堀契約の会社（ 3社〉－
Southeastern堀盤会社， Kerr-McGee石油産業会社（現在は Transworld堀盤












, Suarez YPF総裁はイリア大統領と会見し， YPFの建直しに関する意見を説明
した。










































Snam S. P. A. Societa Nacionale Menodotti 














, Suarez総裁はメンドーサ州にある YPFの施設及び ArgentinaCities Service 










, UCRI （左派急進党）全国実行委員会議長 0.Alendeは国民会議（Camarade 



























































写しによると，次の会社が記されている。 EssaArgentine Oil Co., Argentine Esso 
Joint Co., Argentine Tennessie Co., Union Oil California, Argentine Oriental Oil, 
Argentine Ohio Oil Co・r一一今日の ArgentineMaraton Oil Co・r一一C.A. D. I. 
P. S.A., C石油及び鉱業発展のためのアルゼンチン会社） Shell製油株式会社，.Pan 




Keer Mc Gee Oil and Transwarld Drilling Co., Ltd.，アルゼンチンの South-
eastern・BoringCo., E. N. I. グループの SnamS. P. A. Societa Nacionale 



























































～1964. 1. 30 
( 62. 2. I～ 2. 29 
3. 1～＂ 3. 31 
4. 1～ 
O半精麦（80kg当たり）
～1964. 1. 30 c・ 2. I～ 2. 29 





840 " ¥ 
860 " I 
880 " I 
現在価格 690べソ
800ベソ
























T UCRP （人民急進党）の議員（RicardoA. Bassi上院議員， Raul Zarriello 










































































































































職 種 及 び 家族手当増加分 勤務年数による増加（単位：ベソ〉
カテゴリー （夫婦子供2人） 5年 10年 15年 20年 25年
iefede 局長 B-illL ・ +700 + 1420 +2440 十2700 + 3220 + 3480 e 10n 
iefede 









十1300 +2160 +2680 +2880 +3280 
+ 1060 + 1720 +2120 +2520 +3120 
十1060 + 1720 +2120 +2520 +312.0 
+ 940 + 1360 + 1780 + 2200 + 2760 
E-VI +700 + 940 +1360 +1780 +2200 +2760 
F-11 +700 + 820 十1240 十1800 + 2220 + 2780 
































































































（羊肉の輸出〉 1963年の 1月から 9月までの間に， 2万9338トン，金額で 981万
8000ドルの羊肉が輸出された。 1962年の同期においては， 3万0455トン， 954万9000
ドルの輸出であった。




（豚肉〉 本年初頭より 9ヵ月間における豚肉の売付は5383トン， 348万5000ドル
にのぼった。これに比して1962年は3665トン，金額で179万5000ドルの輸出高で、あ
った。
イタリアが主な買付国であり， 3007トン， 224万ドルを買付けたが， 1962年には
1588トン， 98万8000ドノレで、あった。













































































































































































い」というのは，根本原則である。ローマ教皇ヨハネス23世が，すでに歴史的なもの.，・ : - Jあ
となった回状で， つぎのように確言するとき，われわれはまったく彼に同意するもの乙；司
である。 「1国民の経済的富は， ただ単に財貨が全体として豊富であるとし、うことに必！、‘J 司























































イリア政権の閣僚〔1963年10月12日， TheReview of the River Plate, 10. 12. 
から〕





















































































































石油契約被棄の反響〔LaPrensa, 11. 17.J 









































1961年7月 YPF入札 No. 324/61によって他の 8社から選ばれた。


























































一位を占め， 2億6980万ドルにのぼる。次いで順に穀類の 2億3200万ドノレ，羊毛の 1
億2610万ドル，油類の 1億1930万ドノレ，その他製作品の8930万ドルで、ある。
（輸入〉













A L A L C 
欧州共同市場
欧州｜自由貿易連合
アメリカ合衆国
150.4 
451.9 
184.7 
127.0 
82.3 
245.0 
112.6 
208.5 
- 61ー
アルゼンチ γ （資料〉
最も多額の黒字残高は， 後進国との貿易により得られ， 1億万ドノレにのぼった。それ
に続いて英国の9450万ドルである。主な入超の取引先はアメリカ合衆国である。
失業問題〔LaPrensa, 10. 9.社説〕
現在，公式のものといわれる数字によるとアルゼンチンの失業者数は70万人であり，
その存在が問題となっている。 これは政治論争の際， 15万人といわれた失業者数より
かなり少なくなっている。
しかし， この数字は確認されたものではなく推定であって，公式のものと考えるの
は間違いである。なぜなら国家発展会議が首都およびグラン・プエノス・アイレスで
のみ行ったアンケートの結果を10月末に発表した。 これによると，この地域の失業者
数は本年7月， 24万～27万人であった。会議副議長が，首都圏の数字を他の地域にあ
てはめる事は出来ないが， この地域の社会経済的条件が他の地方のそれと同じである
と仮定すれば， 国全体の数字は60万～70万人となろうと述べたに過ぎない。
この仮定は支持できるものではない。各地域には大きな相違があるからである。独
裁時代に好機を求めてプエノス・アイレス及びその近郊に流れ込んだ相当の人口は夢
が覚めても故郷に帰ろうとはせず， こうして貧民街が生れた。内陸からブエノス・ア
イレス地区への移住は現在も続いている。 さらに北部諸州で砂糖きび刈入れに日雇い
として働いた後ブヱノス・アイレスに住みつく不法入州者も多い。国家移民局はこう
した人々を 5万人位とみている。 こうして貧民街はますます大きくなる。当局はこの
問題に何らかの対策を講ずべきである。
- 62ー
